ニューヨーク・フィルハーモニック　New York Philharmonic (441文字)

　1842年の創立当初からドヴォルザークの交響曲第9番「新世界より」などの作品を世界初演し、また数多くの重要曲をアメリカ初演するなど、その時代の新しい音楽に積極的に取り組んできた。この先駆的な伝統は現在にも受け継がれ、近年でもジョン・アダムズやリンドベルイ作品など多くを初演、アメリカのみならず世界の第一線で文化の中心的役割を担っているオーケストラである。R.シュトラウスやストラヴィンスキーらの作曲家が指揮台に立ち、音楽監督はマゼール、マズア、メータ、ブーレーズ、バーンスタイン、トスカニーニ、マーラー、ギルバートらが務めた。2017/18年シーズンからはヤープ・ヴァン・ズヴェーデンが就任する。
様々な機関やメディアと連携して革新的なプロジェクトの数々を推進、また「ヤング・ピープルズ・コンサート」や「フィルハーモニック・スクールズ」などの教育プログラムを通じて地域や世界のためにあらゆる取り組みを行っている。また数多い世界ツアーでも、1959年のソ連、2008年平壌、2009年のハノイなどは歴史に残る演奏会となった。
